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〇令和2年9月時点での使用割合の目標である80％の達成が困難な状況
〇令和元年（2019年）9月診療分は74.8％、順位は47支部中38位
〇平成31年1月以降、岐阜支部の月平均伸び幅は約0.05％と低迷（全国は0.1％）
〇年齢別では、特に20歳未満の使用率が低い（全国的）

現状と課題

機密性 2 

［図 1：平成 30年 6月以降のジェネリック医薬品の使用割合の現状］ 

73.2 73.1 

73.5 

73.9 

74.5 

75.1 
75.3 

76.0 75.9 75.9 
76.1 

76.3 76.3 
76.5 76.6 

協会けんぽの使用割合76.9 

71.2 
71.0 

71.6 

72.0 

72.7 

73.3 
73.5 

74.4 
74.1 74.0 

74.2 
74.4 74.3 74.4 74.4 協会けんぽ岐阜支部の

使用割合

74.8 

80.0 

70.0

72.0

74.0

76.0

78.0

80.0

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

協会けんぽ(一般分)医科・DPC・調剤・歯科 協会けんぽ岐阜支部(一般分)医科・DPC・調剤・歯科 目標値

（2018年） （2020年）（2019年）

（％）



機密性2

62.9
60.4

66.2

74.7

67.8

73.9

55

60

65

70

75

80

85

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

平成29年4月診療分 平成31年4月診療分

全体平均
76.3％

全体平均
68.2％

0
～
6
歳

7
～
14
歳

20
～
29
歳

30
～
39
歳

40
～
49
歳

50
～
59
歳

60
～
69
歳

70
歳
以
上

15
～
19
歳

59.2

53.5

72.0
70.9

61.8

59.3

64.7

61.0

77.079.4

70.6

68.9

50

55

60

65

70

75

80

85

90

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

平成29年4月診療分（院内） 平成29年4月診療分（院外）

平成31年4月診療分（院内） 平成31年4月診療分（院外）

全体平均
76.3％

全体平均
68.2％

診
療
所

民
間
等

自
治
体

私
立
大
学

国
公
立
大
学

日
本
赤
十
字
社

国
立
病
院
機
構

済
生
会

地
域
医
療
機
能

推
進
機
構

38.6

48.9

30

40

50

60

70

80

90

100

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

平成29年4月診療分 平成31年4月診療分

全体平均
76.3％

全体平均
68.2％

循
環
器
官
用
薬

消
化
器
官
用
薬

中
枢
神
経
系
用
薬

外
皮
用
薬

ア
レ
ル
ギ
ー
用
薬

呼
吸
器
官
用
薬

血
液
・
体
液
用
薬

そ
の
他
の
代
謝
性

医
薬
品

ビ
タ
ミ
ン
剤

抗
生
物
質
製
剤

そ
の
他

64.0

72.5

60

65

70

75

80

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

平成29年4月診療分 平成31年4月診療分

全体平均
76.3％

全体平均
68.2％

社
会
保
険
・
社
会
福
祉

・
介
護
事
業

医
療
業
・
保
健
衛
生

総
合
工
事
業

機
械
器
具
製
造
業

卸
売
業

飲
食
料
品
以
外
の

小
売
業

道
路
貨
物
運
送
業

そ
の
他
の
運
輸
業

そ
の
他
の
対
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
業

専
門
・
技
術

サ
ー
ビ
ス
業

設
備
工
事
業

そ
の
他

① 設置主体別 H31.4:診療所（院内）、大学病院＜影響度▲1.80＞

（H29.4:診療所（院内）、大学病院＜影響度▲1.75＞）

④ 薬効別 H31.4:外皮用薬（湿布薬等）＜影響度▲2.13％＞
（H29.4:外皮用薬（湿布薬等）＜影響度▲2.73％＞）

② 年齢別 H31.4：0～19歳＜影響度▲0.54％＞

（H29.4：0～19歳＜影響度▲0.69％＞）

③ 業種別 H31.4:医療業保健衛生（病院等）＜影響度▲0.29％＞
（H29.4:医療業保健衛生（病院等）＜影響度▲0.32％＞）

分野ごとのジェネリック医薬品使用割合にかかるデータ分析

■以下４分野の使用割合が平均値まで改善すれば、協会けんぽ全体の使用割合は＋4.76％。

（注）円の面積は医薬品（先発医薬品+後発医薬品）の数量を表す。また、集計データは歯科を除く医科、DPC、調剤のレセプトデータから算出している。
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※1 年度初め時点の年齢

緊急対策の取組

①お薬代の軽減可能額通知対象者の拡大

・軽減額通知対象者：18歳以上（※1）の加入者⇒15歳以上（※1）の加入者（令和2年2月通知から）

これは、約7割の市区町村において、15歳の年度末に乳幼児医療費助成が終了するため、ジェネ
リック医薬品への切替に繋がりやすいと考え、実施する。

ジェネリック医薬品使用促進緊急対策 【岐阜支部】

②医療機関・保険薬局への訪問強化

・ジェネリック医薬品の使用割合に特に寄与する医薬品の処方状況が記載された「見える化」
ツール（5P資料参照）を提供する。

・岐阜県でよく使われているジェネリック医薬品のリストを提供する。

・ジェネリック医薬品の使用割合が保険料率に影響を与えることを周知するため、インセンティブ
制度周知用チラシを配布する。（6P資料参照）
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